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世界に希望を生み出そう 

 

四つのテスト 

Ⅰ真実かどうか 

Ⅱみんなに公平か 

Ⅲ好意と友情を深めるか 

Ⅳみんなのためになるかどうか 

THE ROTARY CLUB OF TAKATSUKI  国際ロータリー 第２６６０地区 

事務所 〒569-1116 高槻市白梅町 4-1 高槻阪急 6 階 

    TEL 072-683-1158  FAX 072-683-1174 

    URL  http://www.takatsukirc.org/ 

    E-mail takatsuki.rc@bird.ocn.ne.jp 

例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

例会場 高槻阪急 6 階 多目的ホール TEL 072-684-5379 

創 立 1954 年 6 月 15 日 

会長 河合一人 幹事 松下浩章 クラブ運営委員長 内本繁 会報担当副委員長 小阪大輔 
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高槻ロータリークラブ 

 

  
 
◎ ソング・・・四つのテスト 
◎ 外部卓話 
   (公社）高槻市観光協会 
         業務執行理事 北 建夫様 
  「 高槻の観光について 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3329 回 本日（8/9）の例会 

 

 
 
◎ ソング・・・日も風も星も 
◎ 卓話  井前 憲司君 

「 まとまらなさそうで、まとまるものの話 」 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3330 回 次々週（8/23）の例会 

会員数 出席者数 出席率 

46 名 34 名 73.33 ％ 

前々回例会補正後出席率  95.74 ％ 

但し、 Mup 1 名   欠席者 11 名 

出席規定摘用免除有資格者 2 名 

 

 

 

 

 

 

 

◎ゲスト・ビジター             計 0 名 
 
◎出席報告 

先週（8/2）の例会から 

8月は会員増強・新クラブ結成推進月間 

※2023 / 8/ 16 (水) は、定款による休会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎会長の時間 

 

今月は、会員増強・新クラブ結成推進月間です。今日は
会員増強について考察してみたいと思います。 
 
我国の総人口は、2004 年をピークに、その後 2006 年よ
り減少が始まり、今日ではその傾向に、益々拍車が掛か
って来ています。一説によれば、「今後 100 年間で 100
年前（明治時代後半）の水準に戻って行く」との推計も
ある様です。実はこの変化、千年単位で見ても類のない、
極めて急激な減少です。ピーク時の総人口（2004 年時
点）では、1 億 2784 万人、その内・65 歳以上の人が占
める割合（高齢化率）は 19.6％でした。今後・総務省の
推計によると、2050 年頃には、約 3,300 万人（25.5％）
減少して、9,500 万人にまで減少する。その内訳では、
高齢人口が 1,200 万人増加するのに対して、生産年齢人
口が 3,500 万人、若年人口が約 900 万人減少、その結
果、高齢化率が 40％に上昇します。そして、その後も減
少が続き、2100 年頃には、5,000 万人を割込み、「明治
時代後半の水準にまで減少する」と予測されている訳で
す。 
 
一方、日本のロータリークラブでは、1996 年の約 13万
人をピークに、その後現在に至るまで、会員数の減少が
進んでいます。ちなみに、2023 年 4 月現在での会員数
は、約 8 万 4 千人。ピーク時と比較して、この間に約
35％の会員数が減少した事になります。 
 
さて、会員増強についてですが、こうした現状を踏まえ、
少し違う角度からの検証も必要になるのではないでし
ょうか？ 
“愚者は経験に、賢者は歴史に学ぶ”と言う格言があり
ます。これは、ドイツの名宰相、オットー・ビスマルク
の言葉ですが、歴史の事実をクローズアップし、照し合
せる事が参考となります。実は、日本に於いて人口が減 
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少したのは、何も今回が初めてではありません。歴史を
紐解くと過去 1 万年の間に、4 回（特に 10 世紀以降の
1,000 年の間では 3 回）起きています。 
 
最初の減少は、縄文時代です。当時の生活は、狩猟や採
集が中心でした。 
その為、自然環境に強く影響を受けるのは必然です。あ
る時期を境に気候が急変（寒冷化した）した事に影響を
受け人口が減少。但し、比較的温暖であった西日本を中
心に農耕が始まり、農業に必要な治水や灌漑等の共同作
業の為に村が出来、やがて小さな国へとなって行きま
す。 
二度目の人口減少は、平安時代です。10 世紀頃、今度は
温暖化によって度々干ばつが起きています。また当時の
開墾技術では、耕作地にも限界があった事から、再び人
口が減少します。この時期には、遣唐使を廃止した事に
より大陸の影響を強く受けた文化（大陸文化）が薄れ、
日本の風土に合わせた独自の文化（国風文化）が成立し
ています。 
三度目の人口減少は、室町時代です。下剋上に象徴され
る戦乱の時代ですが、経済面に於いては、農業・工業と
もに技術が向上し生産も増大。内外の流通が盛んとなり
商品経済や金融業が飛躍的に発展して行きます。また、
現代に通じる日本の伝統文化や芸術がこの時代には数
多く作られる等、文化面の充実も著しい時期となってい
ます。 
そして 4 度目の減少が、江戸時代の中期です。気候が寒
冷化して度々凶作が起きたのは良く知られていますが、
最も大きな変化として、女性の社会進出により晩婚化や
未婚化が進んだ事です。具体的には、武家奉公や呉服屋
等の商家奉公、織物等の工業、髪結業や家事代行業等、
女性が自らの職で収入を得る様になった事で、晩婚化・
未婚化が進んでいます。これにより少子化・人口減少に
繋がっていますが、この辺りは、現在の状況と少し似て
いるのかも知れません。 
 
こうして歴史上の事実に目を向け検証して行くと、人口
の減少期には、文明の転換期であった事が良く解りま
す。会員増強は、最優先事項として取組むべき喫緊の課
題である事は間違いないのですが、その際、「現在は、
歴史的に見ても文明の大きな転換期である」と言う事実
を受入、対処して行く事が望ましいのだと思います。 
 
 
◎幹事報告 

・高槻まつり振興会より「高槻まつり協賛の御礼」と「高
槻まつりのプログラム」が届いております。「高槻ま
つりのプログラム」は後方テーブルに置いております
ので、ご自由にお持ち帰り下さい。 

 
 
◎委員会報告 
〇社会奉仕委員会             飯田 哲久 
・ローターアクト第 1 回地区献血のご案内が届いてお
ります。採血できないロータリアンの方も献血者のご
紹介やよびかけ、応援等、御協力よろしくお願いいた
します。回覧に活動拠点を添付しておりますので、参
加希望の方は、活動拠点・献血か PR 活動のいずれか
をご記入お願い致します。 

【日 時】2023年8月26日(土)※雨天決行 
【集 合】10：00～16：00 
【場 所】①難波高島屋横なんさん通り ②京橋駅前 

③樟葉駅前④梅田 HEP 前 
⑤エミル高槻市駅前 

【活動内容】①400 ㎖献血 

     ②街頭での一般の方への献血の呼びかけ 

     ③RAC の活動 PR 

 

◎70 周年委員会例会 
 
 
◎ニコニコ箱報告 
・誕生記念内祝   浜田哲君、 

堀部君（いよいよ 51 才です。また 

1 年がんばります。） 
松尾君、中西君、白石君、山口君 

・結婚記念内祝   光本君（ありがとうございます！） 
・入会記念内祝   拝郷君（入会記念を頂き有難うござ

います。まだまだ若輩者で

すが今後とも宜しくお願い

致します。） 
羽根田君、橋本君、 

          井前君（13 年目です。ぐらつかずに 

まっすぐ行きたいと今のと 

ころ思ってます。） 
長井君 

・創業記念内祝   入谷君、 
河合君（各記念月御祝の皆様おめで 

とうございます！） 

・高槻 RC70 周年よろしくお願い致します。  石田君 
 

                      本日の合計   ￥  75,000-  
    7/1 よりの累計   ￥ 345,000-  

 
◎R 財団への寄付（年次） 

羽根田茂子君 ￥ 5,000- 入谷 治夫君 ￥ 5,000- 
河合 一人君 ￥ 5,000- 松尾  浩君 ￥ 5,000-  
長井 正樹君 ￥ 5,000- 中西美代子君 ￥ 5,000-  
白石 純一君 ￥ 5,000- 山口  誠君 ￥ 5,000- 

 
本日の合計   ￥   40,000- 

         7/1 よりの累計   ￥  125,000- 

一人当たり平均      ＄18.74 
 

◎R 財団への寄付（ポリオ） 
 

本日の合計   ￥      0- 
         7/1 よりの累計   ￥   10,000-     
           一人当たり平均       ＄1.64 
 
◎米山奨学会への寄付  
石田 佳弘君 ￥ 5,000-  

 
本日の合計  ￥    5,000- 

          7/1 よりの累計  ￥  150,000-      
                会員より  ￥   35,000-      
               ｸﾗﾌﾞより    ￥ 115,000- 
                  一人当たり平均   ￥   3,260- 
 
◎青少年育成基金への寄付 

井前 憲司君 ￥ 5,000-  
 

本日の合計  ￥    5,000-      
7/1 よりの累計  ￥   15,000- 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

◎8/2 卓上花 
  
栗 ············· 贅沢 

 
リンドウ ······· 勝利 

 
スターチス ····· 変わらぬ誓い 
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 2023-2024 年 度 例 会 プ ロ グ ラ ム 

     

月 日 内  容 例会後の行事 備  考 

8

月 

9 
外部卓話（(公社)高槻市観光協会 
           業務執行理事 北 建夫様) 

  会員増強・新クラブ結成推進月間 

16 定款による休会     

23 卓話（井前君）     

30 卓話（江澤君）   ＊クラブ組織委員会 

9

月 

6 記念月御祝/卓話（入谷君） 定例理事会 
基本的教育と識字率向上月間/ 
ロータリーの友月間 

13 卓話（山口君）     

20 定款による休会(祝日を含む週）    

27 第 1 回ガバナー補佐訪問/クラブ協議会   ＊社会奉仕委員会 

 


